平成２２年　国体県代表選手選抜要項

静岡県ボート協会　

強化委員会
Ⅰ　基本方針

　　　平成１１年以来、すべての種目の選手を県選抜方式で臨むことを基本方針とし、競技力向上に努めてきた。平成２１年第６４回新潟国体においては、成年男子ダブルスカルと女子舵手付クォドルプルの２種目に優勝、少年男子シングルスカルにおいては５位入賞することができた。県選抜方式の成果は十分に発揮されたと判断する。

したがって、下記の方針によりこの選抜制度を維持することとする。

1 静岡県で最も強い選手で編成した静岡県代表として国体に送り出し、上位入賞を狙う。

2 県代表選手になることが、県内あるいは本県出身のボート選手の誇りとなるチーム作りを継続する。

3 成年種目では、「ふるさと選手制度」を生かし、県外で活躍する本県出身の選手の参加を募る。

4 県内団体（中学、高校、大学、クラブ）のレベルアップをはかり、国体のほか国内主要大会で活躍する、あるいは世界選手権・オリンピック等の日本代表となる本県出身の選手を生み出すことを目標とする。

Ⅱ　　成年種目の選考について

　　　公募・選抜方式とし、以下の手順よって代表選手を選考する。

1． 代表候補選手について

1 国体出場の意志のある者は、県ボート協会の行う選手公募の告知に対し、参加の意志を表明し代表候補選手（以下、候補選手）となる。（候補選手へのエントリー）

2 候補選手は、日常の練習においてその漕力の向上をはかる。県ボート協会強化コーチ（以下、強化コーチ）の助言・指導を求めることができる。

3 候補選手は、県ボート協会の催す合同練習会に積極的に参加し、強化コーチの指導を受けることを推奨される。

4 代表選手は、候補選手による代表選考会により決定される。候補選手は代表選考会への参加資格を有する。

5 ただし、当該年度の世界選手権等の日本代表選手が、予選免除種目である成年男子ダブルスカルに出場する意思がある場合は、代表選考会を経ずとも代表選手に選ぶことができる。

2． 候補選手へのエントリー資格

第４項の国体の参加資格を有する者で次ぎに挙げる候補選手の要件を満たす者、または県ボート協会の推薦を受けた者

＜候補選手の要件＞

1 県ボート協会の方針に賛同し、県代表選手として活躍する熱意をもっている者。

2 県選手団の一員として、協調性をもって行動できる者｡

3 フィジカル面、メンタル面の強さをもつと同時に、更なるトレーニングに耐えることのできる者。

4 県ボート協会の計画する強化合宿・遠征等に参加できる者。

3． 国体の参加資格（次のア、イ、ウのいずれかに該当する者）
　ア　居住地を示す現住所が静岡県内にある者　　イ　勤務地が静岡県内にある者

　ウ　ふるさと（｢国民体育大会ふるさと選手制度｣による）

※なお、H2０年度より単一大学の学生のみで構成されたクルーの禁止規定は廃止された。

４．　代表選考会

1 男子種目の選考

代表選考会は、スカル２種目、フォアとも同時期に実施する。詳細は、選考会要項に別途定める。

ただし、フォアについては選手所属団体との日程調整のため選考時期を変更することがある。

a) スカル種目(１X、２X)

シングルスカルによる選考レースを実施し、上位3名を代表として選考する。選考レースは、県社会人選手権、県大学選手権を兼ねて予定し、レース要項は別途定める。選考された3名のクルー分けは、強化委員会が行う。

b)  フォア種目（４＋）

シングルスカル選考レースとは別に、乗艇による技術評価にて決定する。強化コーチが、候補選手の漕力（意欲、技術、体力など）を総合的に評価し、強化委員会が選考する。なお、スカル種目選考レースで選考されなかった選手についても選考対象とし得るものとする。漕手４名、補漕１名、舵手１名を選考する。候補選手が代表の定員（補漕含む）に満たない場合は、強化委員会の裁量により選手を発掘し代表に選考する。（選考会の形式をとらない場合もあり得る。）

2 女子種目の選考

男子種目と同様に、候補選手を公募し選考会において代表を選考する。しかしながら実情を鑑みると、候補選手が代表選手数に満たないおそれがある。この場合、強化委員会の裁量により選手を発掘し、代表に選考する。（選考会の形式をとらない場合もあり得る。）

3 交代選手の選考

代表選手決定後であっても、選手のけが、病気などやむを得ない事情により本大会出場が困難になった場合は、交代選手をその時点で選考する。

５．　選手団

選手団は、選手とスタッフ（総監督、総務、監督、コーチ、トレーナー等）によって構成される。スタッフは県ボート協会強化委員・スタッフが務めるものとする。

選手団については、理事会の承認を得るものとする。ただし、交代選手等、緊急を要する場合は、会長の承認を得て、経過を理事会に報告する。

　

６．　日程

1 公募の案内

「候補選手の公募案内」を平成２２年1月に各団体宛に発送する。併せて県ボート協会のホームページに掲載する。

2 日程

2月　　　　　　公募開始

　　　　　　合同練習会

3月　　　　　　合同練習会　　　　　原則、第３日曜日　佐鳴湖または天竜

4月　　　　　　合同練習会

5月　　　　　　合同練習会

6月12～13日　 代表選考会（県社会人、大学選手権併催の予定）

7月18日　 国体東海ブロック大会（岐阜県、川辺漕艇場）

9月　　　  　 強化合宿

9月26日～29日　国体（千葉県香取市、小見川ボート場）

７．　その他

候補選手の活動にともなう宿泊・交通費等の経費の一部を、県ボート協会より補助する。

８．　候補選手へのエントリーの方法

ア　以下の文面と項目を明記したEメールを静岡県ボート協会事務局のメールアドレスへ、送信のこと（携帯TELからのEメールも可）


イ　質問等についても、同アドレス宛てのEメールにて受け付ける。

ウ　静岡県ボート協会のメールアドレスは次ぎのとおり

sra-boat@mbp.nifty.com
※個人情報に関するお断り：候補選手エントリーに関わる個人情報は国体強化活動の目的以外には使用しません。
【成年種目の選考フロー】




　




※男子の選考会は、スカル種目、４＋とも６月１２～１３日を予定しているが、４＋については日程を変更する場合がある。（エントリーした選手に個別に通知する。）
Ⅱ　少年種目の選考について

＊掲載省略＊
＜参考資料＞

第６５回千葉国体ボート競技東海ブロック代表クルー数 
	種目
	成年男子
	成年女子
	少年男子
	少年女子

	
	１X
	２X
	４＋
	１X
	２X
	４X+
	１X
	２X
	４X+
	１X
	２X
	４X+

	東海
	２
	４
	２
	１
	１
	２
	1
	２
	２
	２
	１
	２


（平成２１年９月　（社）日本ボート協会ブロック長会議にて決定）
漕技、エルゴスコアを含め総合的に評価し、4+の代表および補漕を決定





選考レース（1000m）　第2日実施





4+で出漕を希望する選手





4+,スカル種目を問わず出場希望の選手





スカル種目で出漕を希望する選手





エルゴトライアル（1000m）　第1日　実施





漕技評価　第1日実施





漕技評価　第2日実施





上位3選手が


スカル種目代表に決定





男子種目





女子種目





選考会実施（詳細別途）





候補選手へのエントリー





私は、H22年静岡県国体代表候補選手にエントリーします。


氏名（ふりがな、フルネームで）


生年月日


所属団体


携帯TEL番号


携帯TELのメールアドレス








－３－

